
 

 

  



２
０
０
７
シ
ー
ズ
ン
の
新
体
制
お

よ
び
新
加
入
選
手
発
表
記
者
会
見
が

１
月
20
日
、
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
松
本
育
夫
前
監

督
が
新
体
制
を
発
表
。
そ
の
後
、
岸

野
靖
之
新
監
督
が
、
昨
シ
ー
ズ
ン
水

戸
で
17
得
点
を
挙
げ
た
期
待
の
Ｆ

Ｗ
・
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
選
手
や
、
Ｊ
１

の
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉
か
ら

移
籍
し
た
Ｄ
Ｆ
・
田
中
淳
也
選
手
な

ど
新
加
入
選
手
13
人
を
一
人
一
人
紹

介
し
ま
し
た
。

会
見
で
岸
野
監
督
は
「
１
試
合
も

無
駄
に
は
で
き
な
い
の
で
、
全
試
合

勝
て
る
よ
う
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
」、

ア
ン
デ
ル
ソ
ン
選
手
は
「
毎
試
合
点

を
取
り
、
鳥
栖
の
歴
史
に
名
前
を
残

し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
タ
ー
ル
国
際
ユ
ー
ス
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
日
本
選
抜
と
し
て
参

加
す
る
な
ど
大
活
躍
の
高
橋
義
希
選

手
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
キ
ャ
プ
テ
ン

を
昨
年
に
引
き
続
き
務
め
ま
す
。

新
生
・
岸
野
サ
ガ
ン
は
、「
し
っ
か

り
つ
な
い
で
主
導
権
を
握
り
、
ボ
ー

ル
を
キ
ー
プ
し
な
が
ら
相
手
の
す
き

を
狙
う
サ
ッ
カ
ー
。
相
手
よ
り
走
り

勝
つ
、
し
つ
こ
い
サ
ッ
カ
ー
」
で
Ｊ

１
昇
格
を
狙
い
ま
す
。

岸
野
監
督
の
下
、
新
し
い
体
制
で

Ｊ
１
昇
格
を
目
指
す
サ
ガ
ン
鳥
栖
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
夢
必
翔
（
ゆ
め

ひ
っ
し
ょ
う
）」
で
す
。

Ｊ
１
昇
格
の
夢
、
監
督
や
選
手
た

ち
の
夢
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
を
通
じ
て
か

な
え
た
い
「
ふ
る
さ
と
佐
賀
・
筑
後

の
夢
」
の
実
現
の
た
め
全
身
全
霊
を

掛
け
て
戦
う
と
い
う
強
い
志
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
サ
ガ
ン
鳥
栖
は
、「
必
翔
」

と
い
う
合
言
葉
で
「
必
勝
」
を
目
指

し
ま
す
。

１
月
20
日
、
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
で

の
初
練
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

　３月３日（土）、サッカーＪリーグ・ディビジョン２（Ｊ２）
が開幕します。今シーズンのＪ２は、Ｊ１から降格してき
た京都サンガＦ.Ｃ.、セレッソ大阪、アビスパ福岡の３チー
ムを含む13チームが争います。
　サガン鳥栖の開幕戦は３月４日（日）。鳥栖スタジアムで
宿敵アビスパ福岡を迎え撃ちます。
　Ｊ１昇格への一歩を踏み出した新生・岸野サガン。今シ
ーズンもサガン鳥栖から目が離せません。

Ｃ SAGAN DREAMS

新加入選手発表記者会見の様子



生
・
岸
野
サ
ガ
ン
。
岸
野
監
督
は
、

鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
に
詰
め
掛
け
た
サ

ポ
ー
タ
ー
約
１
０
０
０
人
に
「
必
ず

サ
ガ
ン
鳥
栖
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
キ
ャ
プ

テ
ン
の
高
橋
選
手
は
「
選
手
全
員
が

気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
サ
ポ
ー
タ

ー
と
共
に
戦
い
、
Ｊ
１
に
昇
格
で
き

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
伝
え
ま

し
た
。

ま
た
、
１
月
27
日
か
ら
６
日
間
、

大
分
県
日
田
市
の
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
た
１
次
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
試
合
中
の
ス
タ
ミ
ナ
、
長
く
厳

し
い
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切
る
体
力
を

養
い
ま
し
た
。
２
月
６
日
か
ら
鹿
児

島
市
内
で
行
っ
た
２
次
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
Ｊ
１
の
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ

イ
ト
な
ど
６
チ
ー
ム
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
ッ
チ
を
実
施
。
３
月
４
日
の
開

幕
戦
勝
利
に
向
け
て
調
整
を
行
い
ま

し
た
。

県
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
振
興
協
議
会
で

は
「
鳥
栖
市
民
デ
ー
」
と
し
て
、
３

月
18
日
（
日
）
に
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
る
「
サ
ガ
ン
鳥
栖
対
愛
媛

Ｆ
Ｃ
」
戦
に
市
民
の
皆
さ
ん
を
無
料

招
待
し
ま
す
。

観
戦
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と

お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
総
合
政
策
課
（
1
85
・

３
５
１
１
）
へ
。

受
付
期
間
●
３
月
12
日
（
月
）
か
ら
16

日
（
金
）
ま
で
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

受
付
会
場
●
総
合
政
策
課
（
市
役
所
２

階
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
住
所
を
確
認
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

試
　
合
●
３
月
18
日
（
日
）
午
後
４
時

キ
ッ
ク
オ
フ

試
合
会
場
●
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

招
待
席
●
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
３
階
上
部

席
（
※
満
席
の
場
合
は
サ
イ
ド
ス
タ

ン
ド
３
階
席
）

多くのサポーターが詰め掛けた初練習



この指針では身体活動、運動、生
活活動を次のように定めています。
■身体活動
安静にしている状態より、多くの

エネルギーを消費するすべての動き。
■運　動
身体活動のうち、体力の維持・向

上を目的として実施するもの。
■生活活動
身体活動のうち、運動以外のもの

（職業活動上のものも含む）。

身体活動の強さを表す単位として
「メッツ
※1

」、身体活動の量を「エクサ
※2

サイズ」としています。

身体活動を活発に行えば、消費エ
ネルギーが増え、身体機能が活性化。
すると糖や脂質の代謝が活発となり、
内臓脂肪の減少が期待され、血糖値
や血圧等の改善につながります。
また、運動による体力の向上も生

活習慣病の予防に効果があります。

１エクササイズに相当する活発な
身体活動は次のとおりです。

■運　動
速歩（15分）、ゴルフ（15分）、軽
いジョギング（10分）、ランニング
（７～８分）、水泳（７～８分）など。
■生活活動
歩行（20分）、自転車（15分）、子
どもと遊ぶ（15分）など。
１週間に23エクササイズの身体活
動を歩数に換算すると、１日あたり
およそ8,000～10,000歩程度となりま
す。１週間に４エクササイズの運動
は速歩で約60分、テニスなら約35分
に相当します。
運動を行うには、現在の運動習慣

と体力に応じた目標を設定すること
が重要です。
運動習慣のない人は、週に２エク

ササイズの身体活動から始め、慣れ
てきたら４エクササイズを目標に少
しずつ運動量を増加させましょう。

国民健康保険制度は市民の皆さんに必要な医療を提供し、すこやかで
安心できる生活を送るための基盤として重要な役割を果たしています。
シリーズでお伝えしてきた「国民健康保険財政の危機～減らそうムダ
な医療費！」は今回で最後。最終回は生活習慣病予防のために国が定め
た「健康づくりのための運動指針2006（エクササイズ2006）」を紹介し
ます。詳しくは国保年金課（185-3582）へ。

佐賀県国保連合会のマスコット「元気くん」

SAGA

１週間で23エクササ
イズの身体活動！
そのうち４エクササイズ
は活発な運動を！

いつでも、どこでも、手軽にできる運動と
して「ウオーキング」があります



佐
賀
県
知
事
・
佐
賀
県
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
は
、
４
月
８

日
（
日
）
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
所
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
自
分
の
投
票
所
を
確
か
め

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
票
は
同
日
午
後
９

時
15
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行

い
ま
す
。
ま
た
、
開
票
速
報
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://ww

w.city.tosu.lg.jp

）
で
お
伝
え
し

ま
す
。
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
1
85
・
３
５

０
７
）
へ
。

﹇
１
﹈
投
票
で
き
る
人

昭
和
62
年
４
月
９
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
。
転
入
さ
れ
た
人

に
つ
い
て
は
昨
年
12
月
29
日
ま

で
に
鳥
栖
市
に
転
入
届
を
し
、

引
き
続
き
４
月
８
日
現
在
で
住

所
を
有
す
る
人
。

た
だ
し
、
４
月
７
日
ま
で
に

県
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
が
、
県
内
の
他
の
市

町
へ
転
出
し
た
人
は
転
出
先
の

首
長
が
発
行
す
る
証
明
書
を
提

出
し
て
投
票
で
き
ま
す
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
期
日
前
投

票
が
始
ま
る
前
に
鳥
栖
市
か
ら

県
外
へ
転
出
す
る
人
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
が
、
期
日
前
投
票
期

間
中
に
転
出
す
る
場
合
は
、
転

出
前
に
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

﹇
２
﹈
入
場
券
は
郵
送
で

投
票
所
入
場
券
は
「
郵
便
は

が
き
」
で
送
付
し
ま
す
。

入
場
券
を
受
け
取
っ
た
ら
、

住
所
、
氏
名
、
投
票
所
な
ど
を

よ
く
確
か
め
て
投
票
日
に
、
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
10
日
以
降
に
市

内
で
転
居
し
た
人
は
、
入
場
券

に
表
示
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届

い
て
い
な
く
て
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
免
許
証
な

ど
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
３
﹈
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

期
　
日
●
①
県
知
事
選
挙
の
名

簿
縦
覧
＝
３
月
22
日
（
木
）
▽

②
県
議
会
議
員
選
挙
の
名
簿
縦

覧
＝
３
月
30
日
（
金
）

場
　
所
●
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
市
役
所
２
階
）

﹇
４
﹈
投
票
の
順
序

投
票
は
次
の
順
序
で
行
い
ま

す
。

①
県
知
事
選
挙
（
投
票
用
紙
は

う
す
い
ピ
ン
ク
）

②
県
議
会
議
員
選
挙
（
投
票
用

紙
は
う
す
い
ブ
ル
ー
）

投
票
用
紙
を
受
け
取
っ
た

ら
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
候

補
者
の
氏
名
を
記
載
し
、
投
票

箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

﹇
５
﹈
期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
病
気
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
事
情
で
、
投
票

所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
人
は
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

期
　
間
●
①
県
知
事
選
挙
の
期

日
前
投
票
＝
３
月
23
日
（
金
）

か
ら
▽
②
県
議
会
議
員
選
挙
の

期
日
前
投
票
＝
３
月
31
日（
土
）

か
ら
。
両
選
挙
と
も
４
月
７
日

ま
で
の
毎
日
、
午
前
８
時
半
〜

午
後
８
時

場
　
所
●
市
役
所
１
階
第
２
会

議
室

持
っ
て
く
る
も
の
●
入
場
券

（
届
い
て
い
る
場
合
）

﹇
６
﹈
指
定
病
院
等
に
よ

る
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設

と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
病

院
、
老
人
ホ
ー
ム
（
市
外
も
可
）

な
ど
に
入
院
（
入
所
）
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

﹇
７
﹈
市
外
で
の
不
在
者
投
票

市
外
に
長
期
旅
行
中
の
人
や

滞
在
中
の
人
は
「
不
在
者
投
票

請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
便
等
で
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

な
ど
の
請
求
を
す
れ
ば
滞
在
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
８
﹈
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る

次
の
人
は
自
宅
で
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
１
）
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
①
両
下
肢

等
の
障
害
の
程
度
が
１
級
と
２

級
の
人
②
内
臓
機
能
の
障
害
の

程
度
が
１
級
と
３
級
の
人

（
２
）
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
人
で
、
①
両
下
肢
等

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症
ま
で
の
人
②
内
臓

機
能
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

（
３
）
介
護
保
険
被
保
険
者
証

の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
事
前
の
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
同
制
度
に
該
当
す

る
人
で
、
上
肢
お
よ
び
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
１
級
の
人
は
、

代
理
記
載
の
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
も
事

前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。







農
林
水
産
省
が
提
唱
し
て
行

わ
れ
た
「
地
域
に
根
ざ
し
た
食

育
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
６
」
で

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
食
育
」

に
つ
い
て
、
地
域
、
企
業
、
団

体
な
ど
が
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た
も

の
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回

三
百
三
十
四
点
の
応
募
の
中
か

ら
、見
事
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

食
ネ
ッ
ト
鳥
栖
は
、
県
の
現

地
機
関
で
あ
る
鳥
栖
保
健
所

（
現
・
鳥
栖
保
健
福
祉
事
務

所
）、
鳥
栖
農

林
事
務
所
、
三

神
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

（
上
峰
町
）
が
、

各
機
関
の
持
つ

専
門
技
術
を
生
か
し
て「
食
育
」

に
取
り
組
も
う
と
、
平
成
十
六

年
に
設
立
。
そ
の
後
、
鳥
栖
市
、

大
学
、飲
食
店
な
ど
が
加
わ
り
、

現
在
、
約
三
十
団
体
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
健
康
・
相
互
利
益
・
安
全

安
心
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

毎
月
一
回
、
例
会
を
開
催
。
組

織
の
垣
根
を
越
え
て
「
食
育
」

に
関
す
る
課
題
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

具
体
的
な
内
容
に
「
と
す

『
食
と
農
』
ま
ち
の
保
健
室
」

が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
市
内
の
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

で
、
食
と
健
康

に
関
わ
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
展
や
試

食
会
、
骨
密
度
測
定
な
ど
を
実

施
。「
買
い
物
の
つ
い
で
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
、
食
材
情

報
も
得
ら
れ
る
」と
好
評
で
す
。

ま
た
、
地
元
農
産
物
か
ら
優

先
的
に
学
校
給
食
に
提
供
で
き

る
仕
組
み
、「
鳥
栖
モ
デ
ル
」

を
確
立
。
子
ど
も
た
ち
に
地
元

の
安
全
で
安
心
な
食
材
を
食
べ

て
も
ら
お
う
と
の
考
え
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
地
元
農

家
と
学
校
栄
養
職
員
、
納
入
業

者
ら
が
綿
密
に
意
見
交
換
会
を

行
っ
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

市
内
全
小
学
校
の
給
食
で
始
ま

り
ま
し
た
。

中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
三

神
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

藤
h
彌
生
経
営
担
当
係
長
は

「
食
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
こ

れ
か
ら
も
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
と
ら
え
着
実
に
歩
ん
で
い

き
ま
す
」
と
意
欲
的
に
話
し
ま

し
た
。

北
海
道
大
学
大
学
院
で
社
会

学
を
教
え
て
い
る
。

直
線
距
離
で
札
幌
か
ら
鳥
栖

ま
で
は
二
千
キ
ロ
だ
が
、
心
理

的
に
は
近
い
感
じ
を
持
っ
て
い

る
。
何
よ
り
も
母
が
鳥
栖
で
一

人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
か
ら

だ
。
実
際
に
年
に
数
回
は
帰
っ

て
お
り
、
田
代
公
園
の
桜
、
佐

賀
競
馬
場
の
周
囲
の
グ
リ
ー
ン

を
眺
め
、
う
な
ぎ
の
せ
い
ろ
蒸

し
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、

レ
ン
タ
カ
ー
で
東
西
南
北
に
二

時
間
程
度
の
高
速
運
転
を
し
、

名
所
を
訪
れ
る
。
ま
こ
と
に
鳥

栖
は
交
通
の
要
所
だ
。

二
つ
に
は
専
門
の
社
会
学
か

ら
の
「
少
子
化
」
研
究
の
う
ち
、

そ
の
対
策
案
で
は
古
川
康
県
知

事
が
公
表
し
た
「
育
児
保
険
」

構
想
が
非
常
に
優
れ
て
お
り
、

い
く
つ
か
の
紹
介
文
を
書
い
た

か
ら
だ
。
私
の
提
唱
は
「
子
育

て
基
金
」
で
あ
り
、
こ
の
理
念

の
賛
同
者
で
あ
る
衆
議
院
議
員

の
野
田
聖
子
さ
ん
は
「
子
ど
も

保
険
」と
い
う
表
現
を
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
過
去
十
五
年
の
国
に

よ
る
「
少
子
化
対
策
」
を
見
直

そ
う
と
い
う
趣
旨
が
強
く
、
今

後
こ
の
三
者
が
少
子
化
対
策
議

論
の
軸
に
な
る
は
ず
だ
。

第
三
に
は
、
旧
三
日
月
町

（
現
在
は
小
城
市
）
出
身
の
社

会
学
者
・
経
済
学
者
で
あ
る
高

田
保
馬
博
士
の
学
問
に
学
ぶ
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
、

佐
賀
県
へ
の
愛
着
を
深
め
る
原

因
で
あ
る
。
碩
学
の
功
績
を
も

っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
生
誕
百
二
十
周
年

の
二
〇
〇
三
年
に
、
代
表
書
三

冊
の
復
刻
版
を
出
版
し
た
。

人
口
減
少
時
代
で
も
人
口
が

微
増
す
る
鳥
栖
市
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。



正
道
会
館
鳥
栖
道
場
は
、
昨

年
八
月
に
で
き
た
ば
か
り
の
道

場
で
す
。
空
手
を
通
し
て
の
健

全
な
人
間
育
成
を
モ
ッ
ト
ー
に

納
江
幸
利
先
生
が
指
導
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
市
内
の
保
育
園
児
か

ら
小
学
五
年
生
ま
で
の
男
女
六

人
が
在
籍
。
毎
週
木
曜
日
、
午

後
七
時
か
ら
同
九
時
ま
で
（
小

学
生
以
下
は
同
八
時
ま
で
）、

鳥
栖
商
工
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
突
き
、
蹴
り
な
ど
の

基
本
稽
古
、
移
動
稽
古
、
約
束

組
手
、
自
由
組
手
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。

こ
の
道
場
の
空
手
は
直
接
打

撃
制
。
け
が
を
し
な
い
よ
う
防

具
は
着
用
し
ま
す
が
、
組
手
を

通
し
て
「
殴
ら
れ
る
痛
み
」
や

「
殴
る
痛
み
」
を
体
で
覚
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
間
二
〜
三
大
会
に
出
場
。

現
在
は
三
月
に
熊
本
県
で
開
か

れ
る
大
会
に
向
け
て
稽
古
し
て

い
ま
す
。

空
手
を
怖
が
ら
ず
に
ぜ
ひ
来

て
み
て
く
だ
さ
い
。
見
学
は
自

由
で
す
。
老
若
男
女
問
い
ま
せ

ん
。
無
料
体
験
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
納
江
先
生
（
1
０

９
０
・
９
５
６
１
・
１
９
０

６
）
へ
。

◆
紹
介
者
は
田
中
智
子
さ
ん

（
上
の
写
真
前
列
目
右
端
）
で

す
。

三
十
五
歳
の
時
、
東
京
で
職

場
か
ら
帰
宅
の
途
中
、
突
然
、

脳
卒
中
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

「
三
週
間
後
、
意
識
が
回
復
し

た
時
、
周
り
に
い
る
家
族
も
自

分
自
身
も
だ
れ
な
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
」と
語
る
石
川
さ
ん
。

手
足
の
ま
ひ
や
言
語
障
害
が

残
り
、
絶
望
感
に
打
ち
の
め
さ

れ
た
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
あ
る
き
っ
か
け
を
境
に

猛
然
と
リ
ハ
ビ
リ
に
挑
戦
し
始

め
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
か
つ
て
の
恩
師
、

陶
山
聰
先
生
や
合
奏
部
の
仲
間

の
励
ま
し
と
支
え
で
し
た
。
鳥

栖
中
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
こ

ろ
、
音
楽
が
大
好
き
で
合
奏
部

で
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
き
、
そ
の

合
奏
部
が
管
弦
楽
部
と
な
っ
て

か
ら
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
担

当
。
曲
を
奏
で
る
楽
し
さ
、
練

習
の
厳
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
音
楽
と
仲
間
が
勇
気
を
与

え
て
く
れ
た
の
で
す
。

片
手
で
は
楽
器
を
弾
け
な
い

と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
、

発
病
後
二
十
三
年
ほ
ど
経
っ

て
、
楽
器
店
の
陳
列
棚
に
飾
ら

れ
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
目
が
止
ま

り
ま
し
た
。

自
分
を
待
っ
て
い
た
と
言
っ

て
い
る
よ
う
で
早
速
手
に
…
。

片
手
で
持
っ
て
、
一
音
一
音
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と
一
緒
に

音
出
し
か
ら
練
習
を
始
め
、
数

年
後
、
行
事
や
慰
問
な
ど
で
演

奏
で
き
る
ま
で
に
腕
を
上
げ
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信

教
育
で
社
会
福
祉
コ
ー
ス
を
受

講
し
、福
祉
士
の
資
格
を
取
得
。

身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
で

き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

「
新
し
い
感
動
に
出
合
え
ば

健
康
を
取
り
戻
せ
る
、
こ
れ
か

ら
も
音
楽
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
き
た

い
」
と
前
向
き

に
語
り
ま
す
。



市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大

人
ま
で
鳥
栖
市
民
み
ん
な
の
保

健
計
画
「
う
ら
ら
ト
ス
21
プ
ラ

ン
」
を
平
成
13
年
度
に
策
定
し

ま
し
た
。

「
う
ら
ら
か
な
鳥
栖
市
の
街

づ
く
り
（W

ellness

・

Live

・Life

）」
を
目
標
に
掲

げ
、
市
民
と
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
や
団
体
、
市
が
一
緒

に
な
っ
て
策
定
。
市
が
行
う

健
康
づ
く
り
・
保
健
事
業
は

同
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
計
画
の
中
間
評
価
、

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
段
階
で
の
見
直

し
（
案
）
に
関
す
る
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

頂
い
た
意
見
は
計
画
見
直

し
の
資
料
と
し
、
後
日
、
市
の

考
え
方
と
と
も
に
公
表
す
る
予

定
で
す
。

な
お
、
見
直
し
（
案
）
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

city.tosu.lg.jp

）
ま
た
は
健
康
増

進
課
で
３
月
15
日
（
木
）
ま
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
●
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課
（
〒
８
４
１
｜
０

０
３
７
鳥
栖
市
本
町
３
丁
目
１

４
９
６
｜
１
1
85
・
３
６
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
85
・
３
６
５
２
　
Ｅ
メ

ー
ルkenkou@

city.tosu.lg.jp

）

へ

市
は
４
月
１
日
か
ら
現
在
の

水
道
課
と
下
水
道
課
を
統
合
し

て
、
上
下
水
道
局
と
す
る
組
織

機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
下
水
道
事
業

は
水
道
事
業
と
同
じ
企
業
会
計

に
移
行
。
料
金
な
ど
の
収
納
や

予
算
の
管
理
と
い
っ
た
両
事
業

に
共
通
す
る
業
務
を
集
約
し
、

事
務
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

場
所
は
従
来
ど
お
り
市
役
所

１
階
で
、
今
回
の
統
合
に
よ
る

新
た
な
届
け
出
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
水
道
課
（
1
85
・

３
５
３
７
）
ま
た
は
下
水
道
課

（
1
85
・
３
５
４
２
）
へ
。

意
見
を
募
集
し
ま
す

う
ら
ら
ト
ス
21
プ
ラ
ン
見
直
し（
案
）

鳥
栖
市
長
選
挙
結
果

平
成
16
年
９
月
に
国
民
保
護

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
他
国
か
ら
の

武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
な
ど

か
ら
「
国
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
」
を
守
り
、
国
民
生
活
や

国
民
経
済
に
与
え
る
影
響
が
最

小
と
な
る
よ
う
、
国
や
県
、
市

町
村
な
ど
の
役
割
を
定
め
た
も

の
で
す
。

市
で
は
現
在
、
こ
の
法
律
に

基
づ
き
「
国
民
保
護
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
段
階
で
の
計
画

（
素
案
）
に
関
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

頂
い
た
意
見
は
計
画
策
定
に

あ
た
っ
て
の
資
料
と
し
、後
日
、

市
の
考
え
方
と
と
も
に
公
表
す

る
予
定
で
す
。

な
お
、
同
計
画
（
素
案
）
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://ww

w.city.tosu.lg.jp

）
ま
た
は
総
務

課
庶
務
防
災
係
で
３
月
14
日

（
水
）
ま
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
●
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課
（
〒
８
４
１
｜
８

５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８

番
地
1
85
・
３
５
０
６
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
82
・
１
９
９
４
　
Ｅ
メ
ー
ル

soum
u-shom

u@
city.tosu.lg.jp

）

へ
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話

で
の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

意
見
を
募
集
し
ま
す

う
ら
ら
ト
ス
21
プ
ラ
ン
見
直
し（
案
）

鳥
栖
市
長
選
挙
結
果

意
見
を
募
集
し
ま
す

う
ら
ら
ト
ス
21
プ
ラ
ン
見
直
し（
案
）

鳥
栖
市
長
選
挙
結
果

うらら推進歩こう会

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
所
有
者
の
死

亡
・
転
出
、
車
両
の
盗
難
・
解

体
・
廃
車
、
車
両
の
売
買
・
譲

渡
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
異

動
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
手
続
き
は
１
２
５
cc

以
下
の
バ
イ
ク
、
農
耕
用
の
コ

ン
バ
イ
ン
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

は
税
務
課
市
民
税
係
で
、
軽
四

輪
自
動
車
や
１
２
５
cc
を
超
え

２
５
０
cc
以
下
の
バ
イ
ク
は
軽

自
動
車
協
会
、
２
５
０
cc
を
超

え
る
バ
イ
ク
は
運
輸
支
局
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
税
務
課
市
民
税
係

（
1
85
・
３
５
８
８
）
へ
。

意
見
を
募
集
し
ま
す

う
ら
ら
ト
ス
21
プ
ラ
ン
見
直
し（
案
）

鳥
栖
市
長
選
挙
結
果



市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
村
山
勝
憲
（
牛
原

町
、
亡
母
オ
ス
エ
）
▽
立
石
喜

久
男
（
同
、
亡
母
ト
ナ
ミ)

▽

松
隈
栄
一
（
同
、
亡
妻
マ
ツ
子
）

▽
木
下
美
佐
子
（
三
島
町
、
亡

夫
保
三
）
▽
原
晃
子
（
幸
津
町
、

亡
夫
俊
明
）
▽
長
チ
ト
セ
（
田

代
大
官
町
、
亡
夫
正
来
）
▽
堤

和
好
（
酒
井
西
町
、
亡
父
俊
男
）

▽
築
地
ヨ
シ
子
（
山
浦
町
、
亡

夫
良
治
）
▽
古
沢
幸
子
（
古
野

町
、
亡
夫
和
夫
）
▽
原
光
子

（
村
田
町
、
亡
夫
文
彦
）
▽
大

島
隆
夫
（
同
、
亡
母
タ
キ
ノ
）

▽
a
田
ヨ
シ
コ
（
平
田
町
、
亡

夫
昭
）
▽
長
房
子
（
永
吉
町
、

亡
長
男
榮
次
）
▽
生
島
房
子

（
藤
木
町
、
亡
夫
正
續
）
▽
原

澄
男
（
同
、
亡
父
正
樹
）
▽
宮

竹
徹
（
古
賀
町
、
亡
母
ミ
ネ
子
）

▽
原
尊
子
（
立
石
町
、
亡
夫
孝

良
）
▽
東
内
淑
子
（
宿
町
、
亡

夫
正
人
）
▽
佐
藤
省
一
（
萱
方

町
、
亡
母
サ
カ
エ
）
▽
中
垣
晃

（
同
、
亡
妻
ト
ミ
子
）市

社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
９
０
２
９
円
…
太

田
山
安
生
寺
（
田
代
本
町
）
▽

10
万
円
…
（
株
）
大
島
組
安
全

協
力
会
（
養
父
町
）

１
万

円
…
樋
口
ト
エ
（
轟
木
町
）

任
期
満
了
に
伴
う
鳥
栖
市
長

選
挙
の
投
票
が
２
月
18
日
、
市

内
23
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。新

人
の
橋
本
康
志
氏
と
現
職

の
牟
田
秀
敏
氏
（
届
け
出
順
）

の
２
人
で
争
わ
れ
た
選
挙
は
、

即
日
開
票
の
結
果
、
橋
本
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。
当
日
有
権
者

数
は
５
万
１
２
６
人
。
投
票
者

数
は
３
万
１
１
８
６
人
で
、
投

票
率
は
62
・
22
％
で
し
た
。

新
市
長
の
任
期
は
平
成
19
年

３
月
15
日
か
ら
で
す
。

試
験
名
●
①
国
家
公
務
員
Ⅰ
種

②
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
③
国
税
専

門
官
④
労
働
基
準
監
督
官
⑤
法

務
教
官

受
験
資
格
●
①
昭
和
49
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
②
③
④
⑤
昭
和
53

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
。
※
受
験

資
格
に
満
た
な
い
年
齢
で
も
、

受
験
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
大
卒
見
込
者
な
ど
）

受
付
期
間
●
①
４
月
２
日
（
月
）

か
ら
同
９
日
（
月
）
ま
で
②
４

月
13
日
（
金
）
か
ら
同
24
日

（
火
）
ま
で
③
④
⑤
４
月
２
日

（
月
）
か
ら
同
13
日
（
金
）
ま

で第
１
次
試
験
●
①
４
月
29
日

（
日
）
②
６
月
17
日
（
日
）

③
④
⑤
６
月
10
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
●
人
事
院
九
州
事

務
局
（
1
０
９
２
・
４
３
１
・

７
７
３
３
）

意
見
を
募
集
し
ま
す

う
ら
ら
ト
ス
21
プ
ラ
ン
見
直
し（
案
）

鳥
栖
市
長
選
挙
結
果

国
で
は
、「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
推
進
標
語
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
１
人
何
作
品
で
も
応

募
で
き
ま
す
が
、
作
品
は
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
用
紙
は
市
建
設
課
（
1

85
・
３
５
９
８
）
に
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
●
小
学
生
以
上

募
集
テ
ー
マ
●
道
路
は
国
民
共

有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産

で
す
。
〜
み
ん
な
が
道
路
と
親

し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に
広
く
、

美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し

く
利
用
し
ま
し
ょ
う
〜

応
募
期
間
●
３
月
31
日
（
土
）

ま
で
。
同
日
必
着

意
見
を
募
集
し
ま
す

う
ら
ら
ト
ス
21
プ
ラ
ン
見
直
し（
案
）

鳥
栖
市
長
選
挙
結
果

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
を
募
集



市
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
今

年
３
月
ま
で
に
購
入
し
た
ス
ト

マ
用
装
具
の
購
入
費
を
助
成
し

ま
す
。
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課

（
1
85
・
３
６
４
２
）
へ
。

対
　
象
●
直
腸
・
膀
胱
機
能
障

害
を
持
ち
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

助
成
額
●
年
額
１
万
２
０
０
０

円
ま
で
（
所
得
制
限
あ
り
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
身
体
障
害

者
手
帳
、
印
鑑
、
購
入
を
証
明

す
る
領
収
書

平
成
19
年
４
月
診
療
分
か

ら
、
今
ま
で
４
歳
未
満
だ
っ
た

入
院
外
の
医
療
費
助
成
を
小
学

校
就
学
前
ま
で
（
満
６
歳
の
誕

生
日
の
前
日
以
後
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
）
拡
大
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、
い
っ

た
ん
医
療
機
関
に
医
療
費
を
支

払
っ
た
う
え
で
、
こ
ど
も
育
成

課
で
払
い
戻
し
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
な
お
、
３
歳
未
満
の

「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
」

を
使
っ
た
医
療
費
助
成
は
、
従

来
ど
お
り
で
す
。

今
ま
で
助
成
対
象
だ
っ
た
入

院
時
食
事
療
養
費
は
、
平
成
19

年
４
月
診
療
分
か
ら
助
成
対
象

外
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
同
課
（
1
85
・
３

５
５
２
）
へ
。

市
は
平
成
18
年
12
月
21
日
付

で
、
山
本
鍼
灸
院
（
原
古
賀
町

１
３
５
６
番
地
12
）
の
国
民
健

康
保
険
は
り
・
き
ゅ
う
師
の
指

定
を
解
除
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
（
1

85
・
３
５
８
２
）
へ
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75
歳

以
上
の
市
民
（
65
歳
以
上
の
寝

た
き
り
等
の
方
を
含
む
）
が
加

入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

医
療
制
度
改
革
の
大
き
な
柱

の
一
つ
と
し
て
、
新
た
に
設
け

ら
れ
た
高
齢
者
医
療
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
を
運
営
す
る

「
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
」
が
２
月
１
日
に
発
足

し
ま
し
た
。

制
度
に
関
す
る
こ
と
な
ど
詳

し
く
は
同
連
合
事
務
局
（
佐
賀

市
1
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７

６
）
へ
。

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

の
有
効
期
限
は
、
平
成
19
年
３

月
31
日
で
す
。
新
し
い
保
険
証

は
３
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
へ

郵
送
（
配
達
記
録
）
し
ま
す
の

で
、
保
険
証
の
記
載
事
項
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
や

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課

（
1
85
・
３
５
８
２
）
へ
。

市
は
、
平
成
19
年
度
水
質
検

査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

水
質
検
査
の
適
正
化
や
透
明

性
を
確
保
す
る
た
め
に
基
本
方

針
、
水
質
検
査
項
目
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

同
計
画
は
平
成
20
年
２
月
29

日
ま
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.tosu.lg.jp

）
ま

た
は
水
道
課
管
理
係
（
1
85
・

３
５
３
７
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
同
課
へ
。

市
で
は
、
水
道
課
の
窓
口
を

３
月
末
と
４
月
初
め
の
祝
日
、

土
・
日
曜
日
に
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

詳
し
く
は
同
課
業
務
係
（
1

85
・
３
５
３
８
）
へ
。

と
　
き
●
３
月
21
日
（
祝
）
・

24
日
（
土
）
・
25
日
（
日
）
・

31
日
（
土
）
・
４
月
１
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
水
道
課

取
扱
事
務
●
①
水
道
使
用
開
始

届
・
中
止
届
の
受
理
②
料
金
の

支
払
い
、
現
場
精
算
③
そ
の
他

水
道
使
用
に
関
す
る
こ
と

市
は
、
次
の
業
者
を
指
定
工

事
店
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
下
水
道
課
（
1

85
・
３
５
４
４
）
へ
。

◆
シ
マ
工
業
（
株
）（
佐
賀
市
諸

富
町
大
堂
９
４
１
―
９
、
２
月

１
日
付
）

対
　
象
●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

学
び
た
い
人
や
電
話
相
談
員
を

志
す
人
な
ど

受
講
資
格
●
22
〜
63
歳
（
平
成

19
年
４
月
１
日
現
在
）

と
　
き
●
４
〜
７
月
の
週
１
回

（
計
15
回
）。
時
間
は
①
水
曜

班
＝
午
後
７
時
〜
同
９
時
②
土

曜
班
＝
午
後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
ア
バ
ン
セ
（
佐
賀
市
）

宋浚憲さん美恵さんの長男

暁 根
あきもと

く ん
（10カ月、今泉町）

●両親からひと言
宝物の暁くん、将来は日韓
の架け橋になってね。

国
民
健
康
保
険

保
険
証
の
更
新

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
講
座

祝
日
、
土
・
日
曜
日

水
道
課
窓
口
の
開
設

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を

小
学
校
就
学
前
ま
で
拡
大

ス
ト
マ
用
装
具

購
入
費
を
助
成

と　き●４月７日（土）・８日（日）午前９時半～午
後５時
ところ●十連寺公園（久留米市三潴町）
アクセス●JR西牟田駅下車、徒歩20分
内　容●三潴町は、庭園用の松の日本有数の産地です。
黒松のほか各種植木や物産品
の展示即売、松の剪定管理講　
習が行われます
入場料●無料
問い合わせ●久留米市三潴総合
支所産業振興課（164-2311）

クロスロード
クロスロード

水
質
検
査
計
画
を
策
定

国
民
健
康
保
険
は
り
・

き
ゅ
う
師
の
指
定
解
除

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
発
足

下
水
道
工
事
店
の
指
定



高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
同
相
談
室

（
1
85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決

定
済
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
市
場
調
査
（
元
町
）
…
年
齢

不
問
、
時
給
１
５
０
０
円

◎
釣
銭
準
備
作
業
員
（
藤
木
町
）

…
年
齢
不
問
、
時
給
７
０
０
円

◎
倉
庫
内
作
業
員
（
弥
生
が
丘
）

…
年
齢
不
問
、
時
給
７
３
０
〜

８
５
０
円

◎
介
護
職
員
（
原
古
賀
町
）
…

年
齢
不
問
、
時
給
６
８
０
〜
１

１
０
０
円

◎
レ
ジ
、
調
理
、
盛
り
付
け

（
蔵
上
）
…
年
齢
不
問
、
時
給

７
０
０
〜
７
５
０
円

◎
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
店

員
（
本
鳥
栖
町
）
…
年
齢
不
問
、

時
給
７
０
０
〜
８
０
０
円

高
齢
者
就
職
情
報 

高
年
齢
者
就
職
情
報 

定
　
員
●
①
②
と
も
各
60
人

受
講
料
●
２
万
円

申
し
込
み
●
３
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
佐
賀
い
の
ち
の
電
話

（
1
０
９
５
２
・
34
・
４
１
８

６
）
へ
。
開
業
時
間
は
平
日
午

前
11
時
〜
午
後
４
時

水
源
涵
養
な
ど
の
機
能
を
持

つ
森
林
は
手
入
れ
を
行
わ
な
い

と
、そ
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

市
で
は
森
林
の
状
態
を
知

り
、
手
入
れ
の
仕
方
を
学
ぶ
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

対
　
象
●
18
歳
以
上
の
市
内
居

住
者

と
　
き
●
３
月
22
日
（
木
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半
ご
ろ

（
午
前
９
時
20
分
集
合
）。
雨
天

時
は
３
月
26
日
（
月
）
に
順
延
　

集
合
場
所
●
と
り
ご
え
荘
前
駐

車
場

内
　
容
●
山
に
入
り
森
林
（
人

工
林
）
の
健
康
診
断
と
手
入
れ

（
間
伐
な
ど
）
の
実
演

参
加
費
●
無
料

定
　
員
●
20
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み
●
３
月
14
日
（
水
）

ま
で
に
農
林
課
（
1
85
・
３
５

６
３
）
へ

対
　
象
●
就
職
や
職
業
生
活
に

不
安
・
悩
み
が
あ
る
人

と
　
き
●
３
月
15
日
（
木
）
・

同
22
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
同

４
時

と
こ
ろ
●
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市
）

テ
ー
マ
●
３
月
15
日
＝
職
業
ふ

れ
あ
い
・
情
報
産
業
▽
同
22

日
＝
自
分
み
が
き
・
仕
事
の
し

か
た
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

受
講
料
●
無
料

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
（
1

０
９
５
２
・
26
・
９
４
９
８
）

へと
　
き
●
３
月
９
日
（
金
）
午

後
６
時
半
〜
同
８
時

と
こ
ろ
●
佐
賀
市
文
化
会
館

（
佐
賀
市
）

演
　
題
●
石
綿
ば
く
露
に
よ
る

健
康
障
害
に
つ
い
て

講
　
師
●
森
本
泰
夫
・
産
業
医

科
大
学
教
授

申
し
込
み
●
３
月
５
日
（
月
）

ま
で
に
県
健
康
増
進
課
（
1
０

９
５
２
・
25
・
７
０
７
４
）
へ

と
　
き
●
３
月
７
日
・
14
日
・

22
日
・
28
日
、
午
前
９
時
半
〜

午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館
（
第

２
・
４
水
曜
日
は
市
役
所
２
階

第
１
会
議
室
）

相
談
員
●
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
学
識
経
験
者

問
い
合
わ
せ
●
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
1
85
・
３
４
５
５
）

と
　
き
●
３
月
17
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
若
楠
療
育
園

内
　
容
●
子
育
て
の
悩
み
や
発

達
に
遅
れ
が
あ
る
子
ど
も
の
療

育
に
つ
い
て

相
談
員
●
臨
床
心
理
士

申
し
込
み
●
予
約
制
。
同
園

（
1
83
・
１
１
２
１
）
へ

１
月
19
日
付
け
で
嘱
託
員
の

交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

新
嘱
託
員
は
次
の
方
で
す

（
敬
称
略
）。

■
下
野
町
＝
美
濃
鷹
嗣

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ

る
健
康
被
害
救
済
の
た
め
の

「
一
般
拠
出
金
」
の
申
告
・
納

付
が
４
月
２
日
か
ら
５
月
21
日

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

一
般
拠
出
金
と
は
「
石
綿
に

よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害
者

の
救
済
費
用
に
充
て
る
た
め
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
詳
し
く

は
佐
賀
労
働
局
（
1

０
９
５

２
・
32
・
７
１
６
８
）
へ
。

対
　
象
●
労
災
保
険
適
用
事
業

場
の
全
事
業
主

納
付
方
法
●
労
災
保
険
料
と
併

せ
て
申
告
・
納
付

一
般
拠
出
金
率
●
１
０
０
０
分

の
０
・
０
５

■鳥栖社交ダンスクラブ
会員を募集
仲間との親ぼくを大切に健
康と運動のために練習してい
ます。毎週金曜日の午後１時
～同４時半、勤労青少年ホー
ム。会費は月3,000円。詳しく
は宮h（1090-7162-1464）へ。

■初心者弓道教室
４月７日から６月30日まで
の毎週土曜日、市民弓道場
（市民プール西側）午後５時～
同７時。定員は15人程度。参
加費3,500円（弓具は準備しま
す）。申し込みは３月31日（土）
までに実本（183-8945）へ。

■グラウンド・ゴルフ教室
３月17日（土）午前９時半
～同11時半（受け付けは午前
９時～）陸上競技場。参加無
料。詳しくは市グラウンド・
ゴルフ協会・中島（1 090-

8833-7175）へ。

■楽しい英会話サークル
メンバーを募集
幅広い年齢層のメンバーが
外国人の先生と楽しくレッス
ンしています。毎週金曜日、
午後７時半～同８時半、市民
体育センター。詳しくは荒木
（1090-7476-4040）へ。

■小型船舶操縦免許更新
講習会
３月24日（土）午後２時半
～、石橋文化センター（久留
米市）。持ってくるものは①海
技 免 状 ② 写 真 ２ 枚 （ 縦
4.5cm×横3.5cm、６カ月以内
に撮影したもの）③住民票１
通（本籍地記載のもの）④講
習料。申し込みは事前に宇城
市立九州海技学院（10964-52-

2451）へ。

■青年国際交流事業
国では平成19年度に実施す
る国際交流事業（国際青年育
成交流、日本・中国青年親善
交流など）の参加青年を募集
します。詳しくは県こども課
（10952-25-7382）へ。

心

理

相

談

３
月
の
心
配
ご
と
相
談

若
者
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

石
綿
ば
く
露
の

健
康
被
害
に
関
す
る
講
演
会

石
綿
健
康
被
害
救
済

一

般

拠

出

金

嘱
託
員
の
交
代

山
の
手
入
れ
講
習
会





連
載
を
終
え
る
に
当
た
っ

て
、
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
の
重

要
性
と
意
義
に
つ
い
て
改
め
て

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
は
昨
年

一
月
二
十
六
日
に
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
に
当

た
っ
て
遺
跡
の
重
要
性
と
意
義

が
示
さ
れ
て
お
り
、「
我
が
国

の
戦
国
大
名
の
城
下
町
の
在
り

方
と
戦
国
期
の
歴
史
を
考
え
る

上
で
重
要
な
、
筑
紫
氏
の
城
下

町
を
含
む
城
館
跡
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
城
、
家
臣
団
屋
敷
跡
、

寺
社
、
町
屋
跡
が
所
在
し
、
出

土
遺
物
も
陶
磁
器
類
、
瓦
な
ど

十
六
世
紀
後
半
を
主
体
と
す
る

も
の
で
、「
遺
跡
は
戦
国
期
に

お
け
る
城
下
町
の
様
子
を
良
く

表
し
て
お
り
、
保
存
状
態
が
良

好
で
あ
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺

跡
は
、
日
本
の
戦
国
時
代
を
代

表
す
る
城
下
町
跡
で
あ
り
、
そ

れ
が
良
く
残
っ
て
い
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
鳥
栖
市
が
全
国
に
誇
る

こ
と
が
で
き
る
歴
史
遺
産
で
あ

り
、
今
後
の
整
備
、

活
用
が
望
ま
れ
る
所

以
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
勝
尾
城
筑

紫
氏
遺
跡
の
重
要
性

は
単
に
歴
史
遺
産
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
く
、
地
域
を
誇
り

と
す
る
市
民
意
識
の

醸
成
、
生
涯
学
習
の

場
、
自
然
を
含
め
た

良
好
な
地
域
環
境
の

形
成
と
継
承
、
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用

な
ど
多
様
な
可
能
性
を
秘
め
た

遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
勝
尾
城
筑
紫
氏

遺
跡
は
、
鳥
栖
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
核
と
も
な
る
内
容
を
有
す

る
史
跡
で
あ
り
、
今
後
こ
の
史

跡
が
市
民
の
誇
り
と
し
て
活
用

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
連
載
を
終
わ
り
ま
す
。

建
物
の
軒
先
に

蝿
取
粉
（
は
え
と

り
こ
）
が
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
、
近

く
に
は
ハ
エ
が
う
る
さ
く
飛
び

回
る
。
昭
和

時
代
、
夏
に

な
る
と
見
ら

れ
た
光
景
で

し
た
。

日
本
で
は

明
治
時
代
に

殺
虫
剤
が
作

ら
れ
始
め
、

今
で
は
ス
プ

レ
ー
式
、
液

体
式
な
ど
形

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
昭
和
時
代

以
前
に
は
粉
状
、
線
香
型
が
広

く
出
回
っ
て
い
ま
し
た
。
蝿
取

粉
も
そ
の
一
つ
。
丸
い
箱
を
押

す
と
粉
が
噴
き
出
す
、
使
用
し

や
す
い
仕
組
み
で
し
た
。

昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
液
剤
の
噴
霧
式

が
発
売
さ
れ
る
と
徐
々
に
姿
を

消
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
戦
後
、
生
活
環
境
は
大
き

く
改
善
さ
れ
て
い
き
、
衛
生
的

な
環
境
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
に
つ

れ
、形
を
変
え
た
蝿
取
粉
に
は
、

「
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
」
と
の

未
来
へ
の
夢
や
希
望
も
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

蝿取粉（はえとりこ） 

け い け つ い か い  

経 穴 彙 解  

蝿取粉（はえとりこ） 

け い け つ い か い  

経 穴 彙 解  

今後の活用が期待される「勝尾城筑紫氏遺跡」



市
で
は
、
平
成
20
年
４
月
に

北
部
丘
陵
新
都
市
地
区
内
（
弥

生
が
丘
４
丁
目
）
に
開
校
す
る

新
設
小
学
校
の
名
称
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

新
設
小
学
校
に
は
12
ク
ラ
ス

が
入
る
木
造
平
屋
建
て
の
普
通

教
室
棟
３
棟
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
３
階
建

て
の
屋
内
運
動
場

な
ど
を
建
設
し
ま

す
。詳

し
く
は
教
育

委
員
会
総
務
課

（
〒
８
４
１
｜
８

５
１
１
鳥
栖
市
宿

町
１
１
１
８
番
地

1
85
・
３
６
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
83
・
０
０

４
２
　
Ｅ
メ
ー
ル

kyouiku@
city.tosu.

lg.jp

）
へ
。

応
募
資
格
●
市
内
居
住
者

応
募
方
法
●
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
応
募
用
紙
（
記
載
例

参
照
）
を
同
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

同
日
必
着

選
考
方
法
●
市
が
審
査
・
選

考
し
、
教
育
委
員
会
が
決
定

取り組みの例 年　　間
節約金額

年間CO　
削減効果

2

市
花
と
み
ど
り
の
推
進
協
議

会
で
は
「
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

美
し
い
花
が
咲
き
誇
る
自
慢

の
花
壇
を
ど
し
ど
し
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格
●
市
内
の
個
人
と
団

体
。
花
壇
の
面
積
は
問
い
ま
せ

ん募
集
内
容
●
花
壇
（
自
宅
の
庭
、

プ
ラ
ン
タ
ー
、
鉢
な
ど
）

審
　
査
●
４
月
下
旬
（
予
定
）

申
し
込
み
●
３
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
同
協
議
会
事
務
局
（
都

市
整
備
課
内
1

85
・
３
６
０

３
）
へ

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

３
月
１
日
か
ら
同
７
日
ま

で
、
春
季
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

「
消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の

心
の
　
注
意
の
火
。」
と
「
伝

え
た
い
　
森
の
や
さ
し
さ
　
火

の
こ
わ
さ
」
を
統
一
標
語
に
、

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務

組
合
と
鳥
栖
市
消
防
団
で
は
期

間
中
、
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン

や
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
火
災
の
注

意
を
促
し
、
市
内
を
巡
視
し
て

警
戒
・
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

平成20年４月に開校する小学校の完成予想図




